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リリースノート 

2023 年 9 月 

このリリースノートは、syslog-ng Premium Edition のリリースについての情報を提供いたします。 

このリリースについて 

syslog-ng Premium Edition (syslog-ng PE) version 7 をご利用いただきありがとうございます。本書

では、前リリースからの新機能、重要な変更内容について説明いたします。本書は、新バージョン

への移行について、管理者を支援することを目的にしています。以降のセクションでは、ニュース

やハイライトを紹介いたします。 

version 7 から、syslog-ng PE は、ローリングリリースとしてリリースします。 

 注釈： 

複雑なデプロイ、コンフィグレーションおよび設計のため、新規あるいは追加の導入時に One 

Identity Professional Services の支援が必要になる場合があります。 

 ソース 

 デスティネーション 

 ログパス 

 ログ量の著しい増加 

One Identity Professional Services は、あらゆる組織のニーズを評価し、ユーザーが syslog-

ng PE を最大限に活用するのに役立つコンフィグレーションとアーキテクチャーの推奨事項を

提供するために経験とトレーニングされています。 

One Identity Professional Services は、現在のニーズの計画と範囲および将来の推奨事項も

含め支援します。 

サポートしているプラットフォーム 

syslog-ng PE アプリケーションは、以下のプラットフォームを正式にサポートしています。次のリス

トは一般的な参照のみを目的としており、サポートしているプラットフォームおよび特定のプラット

フォームで使用可能なオプションについて常に正確であるとは限らないことに注意してください。な

お、明記されていない限り、プラットフォームの継続したリリースも同様にサポートされます。 

例えば、Red Hat Enterprise Linux 7 とそのアップデート版 7.2 のような場合です。 
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x86_64 アーキテクチャーの場合、syslog-ng PE version 7.0.33 では次のプラットフォームをサポート

しています。 

 CentOS 7 

 Debian 10 (Buster) 

 Oracle Linux 7 

 Red Hat EL 7 

 Red Hat EL 8 

 Red Hat EL 9 

 SLES 12 

 SLES 15 

 Ubuntu 16.04 LTS (Xenial Xerus) 

 Ubuntu 18.04 LTS (Bionic Beaver) 

 Ubuntu 20.04 LTS (Focal Fossa) 

 Ubuntu 22.04 LTS (Jammy Jellyfish) 

※バージョン 7.0.30 以降の新機能、削除された機能および改善内容などについて

は、弊社ドキュメントセンターのバージョンヒストリーをご参照ください。 

syslog-ng PE 7.0.29 の新機能 

syslog-ng PE 7.0.29 で新規に追加された機能はありません。 

syslog-ng PE 7.0.28 の新機能 

syslog-ng PE 7.0.28 には、以下の新機能があります。 

• mssql() ソース：TLS 認証のサポート 

MSSQL の TLS 認証をサポートしました。 

• 新プラットフォームのサポート：SLES 15 

syslog-ng PE 7.0.27 の新機能 

syslog-ng PE 7.0.27 には、以下の新機能があります。 

https://www.jtc-i.co.jp/img/versionhistory_spe_v7.pdf
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• ディスクバッファーの改善 

ディスクバッファーの性能が向上しました。 

• mongodb()デスティネーションの改善 

mongodb()デスティネーションが複数のワーカーをサポートし、MongoDB サーバーにログを

転送する際の性能が向上しました。 

• syslog-ng-ctl 統計情報の追加 

以下の新しい監視統計情報が利用できるようになりました。 

・ EPS (秒当たりイベント数) 

・ 平均メッセージ長 

・ 最大メッセージ長 

• OpenSSL 1.1.1lのサポート 

syslog-ng PE 7.0.26 の新機能 

syslog-ng PE 7.0.26 には、以下の新機能があります。 

• Windows イベントフォワーディングと Windows イベントコレクターの間の Kerberos 認証 

Windows イベントフォワーディングと Windows イベントコレクターの間で Kerberos 認証を行う

ことができるようになりました。 

• 新しいデスティネーション： kafka-c() 

C 言語で新規に実装された kafka-c()デスティネーションが利用可能です。 

 注釈： syslog-ng PE 7.0.26 から、古い Java ベースの kafka()デスティネーションは非推

奨となりました。新しい C ベースの kafka-c()を使用することを推奨します。 

• 新しいテンプレート関数： format-flat-json() 

syslog-ng PE 7.0.25 の新機能 

syslog-ng PE version 7.0.25 には、以下の新機能があります。 

• OpenSSL 1.1.1k のサポート 

• HTTP ベースのデスティネーションの新オプション: proxy() 

proxy()オプションは、次の HTTP ベースのデスティネーションに対して設定できます。 

 elasticsearch-http() 



 

 

 

 

syslog-ng Premium Edition 7 リリースノート 
Rev.1.6 

  4 / 16 

 google_pubsub() 

 http() 

 sentinel() 

 splunk-hec() 

 stackdriver() 

• syslog-ng PE 7 へのより堅牢なアップグレード 

 注釈： syslog-ng PE 6 LTS からのアップグレードは、このバージョンから更に堅牢になり

ました。syslog-ng PE 6 LTS からアップグレードする場合は、最初に利用可能な最新の

syslog-ng PE 6 LTS リリースにアップグレードしてから、syslog-ng PE 7 にアップグレードし

ます。 

syslog-ng PE 7.0.24 の新機能 

syslog-ng PE 7.0.24 で新規に追加された機能はありません。 

syslog-ng PE 7.0.23 の新機能 

syslog-ng PE version 7.0.23 には、次の新機能が含まれています。 

• Windows Event Collector （WEC）のクラスタリングサポート 

• 新しいプラットフォームのサポート： 

 Debian 10 （Debian Buster） 

 Ubuntu 20.04 LTS （Focal Fossa） 

• Proxy Protocol のサポート 

syslog-ng PE 7.0.22 の新機能 

syslog-ng PE version 7.0.22 には、次の新機能が含まれています。 

• google-pubsub()ソースを使用して Google Pub/Subからメッセージを収集します。 

（本機能は、現バージョンでは実験的機能です） 

• syslog-ng PE 6 LTS からのより堅牢なアップグレード 

 注釈： syslog-ng PE 6 LTS からのアップグレードは、このバージョンから更に堅牢になり

ました。syslog-ng PE 6 LTS からアップグレードする場合は、最初に利用可能な最新の
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syslog-ng PE 6 LTS リリースにアップグレードしてから、syslog-ng PE 7 にアップグレードし

ます。 

syslog-ng PE 7.0.21 の新機能 

syslog-ng PE version 7.0.21 には、次の新機能が含まれています。 

• mssql()、oracle()、または sql()ソースを使用して SQL データベースからメッセージを収

集します。 

• google_pubsub()デスティネーションを使用して Google Cloud Pub/Sub メッセージングサー

ビスにログを送信します。 

• office365()ソースの fetch-no-data-delay()オプションの値を分数に設定できます。 

• 小数秒の切り捨て：frac-digits()オプションが 6 より大きい値に設定されている場合、

syslog-ng PE は、タイムスタンプの秒の小数部を 6 桁に切り捨てます。 

syslog-ng PE 7.0.20 の新機能 

Red Hat EL 8 のサポート 

 version 7.0.20 以降、syslog-ng PE は Red Hat EL 8（カーネルバージョン 4.18）をサポートします。 

SNMP デスティネーション 

syslog-ng PE の snmp()により、ログメッセージを SNMP デスティネーションに送信できます。 

独自の Python インタープリターの使用 

バージョン 7.0.20 以降、syslog-ng PE アプリケーションは、システムの Python インタープリターで

はなく、独自の Python インタープリター（デフォルトの syslog-ng PE インストールに同梱）を使用し

ます。 

 注釈： 

syslog-ng PE アプリケーションに同梱の Python インタープリターは、Python 3 のみをサポート

しています。そのため、syslog-ng PE で使用されるカスタム Python コードは、Python 3 と互換

性がある必要があります。 
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TLS コンテキストでの TLSv1.3 の無効化と強制 

• http()デスティネーションに基づくドライバーで ssl-version()の設定可能な値として

tlsv1_3が追加されました。 

• TLS コンテキストで ssl-options()の設定可能な値として no-tlsv13 値が追加されまし

た。 

新しい統計項目： connections カウンター 

syslog-ng PE の connectionsカウンターは、syslog-ng-ctl統計情報のネットワークベースの

ソースのアクティブな接続数を表示します。 

syslog-ng PE 7.0.19 の新機能 

Microsoft Azure Sentinel へのログの送信 

syslog-ng PE version 7.0.19 は、Microsoft Azure Sentinel の HTTP Data Collector 公開 API を使

用して、ログメッセージを Microsoft Azure Sentinel クラウドに直接送信できます。 

詳細については、管理者ガイドの「sentinel： Microsoft Azure Sentinel クラウドへのログの送信」

を参照してください。 

Python のソースとデスティネーションへの永続的な名前の割り当て 

 注釈： 

syslog-ng PE 7.0.19 から、パーシスト名(persist name)を Python ソースとデスティネーショ

ンに割り当てます。パーシスト名はクラス名から生成されます。syslog-ng PE 設定内で同

じ Python クラスを複数回使用する場合は、各ソースまたはデスティネーションに一意の

persist-name（）を追加してください。追加しない場合、syslog-ng PE が起動しません。以

下に例を挙げます。 

 

log { 

    source { python(class(PyNetworkSource) options("port" "8080") 

persist-name("<unique-string>); }; 

    source { python(class(PyNetworkSource) options("port" "8081")); }; 
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}; 

 

別の方法として、Python パッケージに次の行を含めることもできます： 

@staticmethod generate_persist_name  

 

以下に例を挙げます。 

 
from syslogng import LogSource 

  class PyNetworSource(LogSource): 

    @staticmethod 

    def generate_persist_name(options): 

        return options["port"] 

    def run(self): 

        pass 

    def request_exit(self): 

        pass 

 

syslog-ng PE 7.0.18 の新機能 

大容量の UDP メッセージの受信 

syslog-ng PE version 7.0.18 から、新ソース udp-balancer()を使用して大容量の UDP ログを受

信することができます。udp-balancer()は、利用できるハードウェアリソースや受信するメッセー

ジサイズおよび syslog-ng PE 構成に依存しますが、高いメッセージレートの UDP メッセージを処

理するのに複数の CPU コアを使用することができます。この機能は、最新の Linux カーネルが必

要になりますので、それに対応したプラットフォームだけでサポートされます。詳細は管理者ガイド

の"udp-balancer： Receiving UDP messages at very high rate" を参照してください。 

https://support.oneidentity.com/technical-documents/syslog-ng-premium-

edition/7.0.18/administration-guide 

https://support.oneidentity.com/technical-documents/syslog-ng-premium-edition/7.0.18/administration-guide
https://support.oneidentity.com/technical-documents/syslog-ng-premium-edition/7.0.18/administration-guide
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削除された機能・非推奨となった機能 

syslog-ng PE 7.0.26 で削除された機能 

• syslog-ng PE version 7.0.24 では以下のプラットフォームが非サポートになりました。 

• Debian 8 (Jessie) 

• openSUSE 11 

• Ubuntu 14.04 LTS (Trusty Tahr) 

syslog-ng PE 7.0.24 で削除された機能 

• syslog-ng PE version 7.0.24 では以下のプラットフォームが非サポートになりました。 

• CentOS 6 

• Oracle Linux 6 

• Red Hat EL 6 

syslog-ng PE 7.0.19 で削除された機能 

• syslog-ng PE version 7.0.19 は Solaris OS をサポートしていません。sun-streams()ソース

は現在利用できません。 

syslog-ng PE 7.0.19 で非推奨となった機能 

• 以下の非推奨のオプションは、mongodb()デスティネーションから削除されました。 

• database() 

• password() 

• path() 

• safe-mode() 

• servers() 

• username() 
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解決した問題 

以下は各リリースで解決した問題のリストです。 

 

Table 1： syslog-ng PE 7.0.29 で解決した問題 

Resolved Issue        Issue ID 

OpenSSL を 1.1.1mにアップグレードしました。 SYSLOGDEV-

6190 

credit-card-mask()関数の正規表現が、VISA カード番号にマッチ

するように修正しました。 

SYSLOGDEV-

6135 

Log4jを 2.17にアップグレードしました。 SYSLOGDEV-

6219 

特定の設定において、フィルター内の否定文が正しく評価されない問

題を修正しました。 

SYSLOGDEV-

6244 

 

Table 2： syslog-ng PE 7.0.28 で解決した問題 

Resolved Issue        Issue ID 

groupunset() rewrite ルールが設定されたログパスの外でログメ

ッセージを変更することがありました。この問題を修正しました。 

SYSLOGDEV- 

6141 

 

Table 3： syslog-ng PE 7.0.27 で解決した問題 

Resolved Issue        Issue ID 

sentinel()デスティネーションに設定可能なドメインオプションを追加

しました。 

SYSLOGDEV- 

5950 

OpenSSLを 1.1.1lにアップグレードしました。 SYSLOGDEV- 

6077 

 

Table 4： syslog-ng PE 7.0.26 で解決した問題 

Resolved Issue        Issue ID 

google_pubsub()デスティネーション。Pub/Sub ではネストされたフィ

ールドを使用できないため、SDATA フィールドの JSON フォーマッティ

SYSLOGDEV- 

5939 
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ングを修正しました。 

 

Table 5： syslog-ng PE 7.0.25 で解決した問題 

Resolved Issue        Issue ID 

OpenSSL を 1.1.1k にアップグレードしました。 SYSLOGDEV- 

5872 

 

Table 6： syslog-ng PE 7.0.24 で解決した問題 

Resolved Issue        Issue ID 

UDP ペイロードサイズの問題を修正しました：メッセージが最大 UDP ペ

イロードサイズを超えると、UDP デスティネーションでメッセージが切り

捨てられます 

SYSLOGDEV-

5436 

パッケージから不要なユニットテストファイルを削除しました SYSLOGDEV-

5318 

dynamic-window-size()が keep_alive(yes)と共に設定され、

log_iw_size()も変更された場合に、まれにリロード中にクラッシュす

る問題を修正しました 

SYSLOGDEV- 

5452 

%Zオプションを使用した際の date-parser()の問題を修正しました SYSLOGDEV- 

5523 

同一のファイル名が複数回名称変更された場合に wildcard_file()

ソースで発生するクラッシュを修正しました 

SYSLOGDEV- 

5703 

spoof_source(yes)を使用した際に発生する UDP6パケットの無効な

チェックサム 0を修正しました 

SYSLOGDEV-

5758 

誤った割り当てによってまれに発生する「No more free space 

exhausted in persist file（永続ファイル中の空き領域が使い果たされ

た）」というクラッシュを修正しました 

SYSLOGDEV- 

5806 

internal()ソースが同一のログパスの http()デスティネーションと

共に設定されている場合に発生するクラッシュを修正しました 

SYSLOGDEV- 

5808 

OpenSSL を 1.1.1j にアップグレードしました SYSLOGDEV- 

5819 

 



 

 

 

 

syslog-ng Premium Edition 7 リリースノート 
Rev.1.6 

  11 / 16 

Table 7： syslog-ng PE 7.0.23 で解決した問題 

Resolved Issue        Issue ID 

Windows イベントコレクター（WEC）のブックマーク処理を修正しました。

これにより、メッセージの重複または損失が発生する可能性がありまし

た。 

SYSLOGDEV-

4974 

json-parser：SDATAの名前フィールドの最大長を 32文字に制限しま

した。 

SYSLOGDEV-

5318 

json-parser：Int64整数のパースの誤りを修正しました。 SYSLOGDEV-

5495 

"destination timeout"デバッグメッセージの詳細度を、noticeか

ら verboseに変更しました。 

SYSLOGDEV-

5505 

暗号化されたログストアに大量のメッセージを保存したときに発生する

syslog-ngのクラッシュを修正しました。 

SYSLOGDEV-

5508 

failover()サーバー使用時の TLS 証明書ホスト名の検証処理を修

正しました。 

SYSLOGDEV-

5559 

ログストアを開く際のマイナーなメモリーリークを修正しました。 SYSLOGDEV-

5586 

OpenSSL を 1.1.1h にアップグレードしました。 SYSLOGDEV-

5645 

 

Table 8: syslog-ng PE 7.0.22 で解決した問題 

Resolved Issue        Issue ID 

永続エントリーで発生する syslog-ng PE 6 LTS からのアップグレードエ

ラーを修正しました。 

関連するエラーメッセージ： “Legacy ALTP entry has an unexpected 

size, we can not continue to use it” （レガシーALTP エントリーが予期

しない大きさのため、それを使用し続けることはできません） 

SYSLOGDEV-

5427 

ディスクバッファーのメモリバッファーが過負荷になったときのクラッシュ

を修正しました。 

SYSLOGDEV-

5463 

 

Table 9: syslog-ng PE 7.0.21 で解決した問題 

Resolved Issue        Issue ID 
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メッセージ内のパスが間違っていたために syslog-ng PE がテンプレー

トファイルを作成できなかった場合、メッセージを破棄するのではなく、

継続的にファイルを作成しようとしていました。これは修正されました。 

SYSLOGDEV-

2833 

大きなログメッセージに関連して発生する可能性があるログストアのメ

モリーリークを修正しました。 

syslog-ng PE アプリケーションは、メッセージがジャーナルブロックサイ

ズよりも大きく、ログストアにメッセージを保存できない場合、またはシ

リアル化エラーが発生した場合にメッセージを破棄します。 

SYSLOGDEV-

5165 

stackdriver：複数の継続的に発生するトークンの更新エラーでのク

ラッシュを修正しました。 

SYSLOGDEV-

5383 

 

指定されたレコード ID 関数にシークせずにテンプレート関数が使用さ

れた場合の lgstool catのフィールドの誤りを修正しました。 

SYSLOGDEV-

5417 

 

Table 10: syslog-ng PE 7.0.20 で解決した問題 

Resolved Issue        Issue ID 

アイドルファイルを閉じることができるかどうかのチェックを修正しました

（time-reap()オプション）。 

syslog-ng PE は、最後のアクティビティから time-reap()秒以内に新

しいメッセージがファイルに書き込まれなかった場合にファイルを閉じる

代わりに、ファイルを閉じることができるかどうかを定期的にチェックし

ていました。 

SYSLOGDEV-

4357 

OpenSSL をバージョン 1.1.1g にアップグレードしました。 SYSLOGDEV-

5290 

メッセージを正しく保存およびシリアライズできない場合にログストアで

発生する可能性があったメモリーリークを修正しました。 

SYSLOGDEV-

5364 

 

Table 11: syslog-ng PE 7.0.19 で解決した問題 

Resolved Issue        Issue ID 

OpenSSL をバージョン 1.1.1d にアップグレードしました。 SYSLOGDEV-5113 

長いメッセージを読み取った後に log-msg-size()オプションを増加さ SYSLOGDEV-5044 
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せると、ファイルソースは新しいメッセージを処理できない問題を解決し

ました。 

log_id()オプションが、stackdriver()デスティネーションの必須オ

プションになるように修正しました。 

SYSLOGDEV-4726 

ファイルソースに multi-line-timeout()オプションを追加しました。 SYSLOGDEV-3830 

 

Table 12: syslog-ng PE 7.0.18 で解決した問題 

Resolved Issue        Issue ID 

インラインデスティネーションで先に設定されたコンフィグレーションオブ

ジェクトが無視される問題を解決しました。 

SYSLOGDEV-4975 

ユーザー指定のディレクトリに.run インストーラーでインストールした

loggenツールが動作しない問題を解決しました。 

SYSLOGDEV-5001 

モニタリングソースがログレベルを正しくセットしない問題を解決しまし

た。 

SYSLOGDEV-5026 

ログストアの読み込み中にメモリーリークが発生する問題を解決しまし

た。 

SYSLOGDEV-5036 

http()デスティネーションが frac-digits()グローバル設定を無視

する問題を解決しました。 

SYSLOGDEV-5057 

syslog-ng PE 6 LTS と 7 の機能の違い 

一般に、syslog-ng PE version 7 は version 6 LTS よりもはるかに多くの機能を備えているため、

必要な機能が version 6 LTS でのみ利用できる場合を除き、 version 7 を使用することをお勧め

します。 version 6 LTS から 7 への移行についてサポートが必要な場合は、弊社にお問い合わせ

ください。また、syslog-ng PE version 7 は、syslog-ng Agent for Windows アプリケーションの代わ

りに、Windows ホストからログメッセージを取得するためのエージェントレスソリューション

（Windows Event Collector）をサポートしています。 

 

https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/syslogngpedoc.html
https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/syslogngpedoc.html
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syslog-ng PE 6 LTS でのみ利用可能な機能 

syslog-ng PE 6 LTS で利用可能な以下の機能は、syslog-ng PE 7 では利用できません。(以下の

機能は、今後のリリースで追加される可能性があります。詳細については最新のリリースノートま

たは管理者ガイドを参照してください。) 

• TLS トランスポートに関連する allow-compress()、ca-dir-layout()、および cert-

subject()オプション。 

• syslog-ng PE 7 アプリケーションは現在、Linux プラットフォームでのみサポートされていま

す。詳細なリストについては、管理者ガイドの「サポートされているプラットフォーム」を参照し

てください。 

• network()と syslog()のデスティネーションの spoof-interface()オプション。 

• file()ソースの read-old-records()および use-syslogng-pid()オプション。 

• replace()、cut()、および format-snare()テンプレート関数。 

• ${OSUPTIME}マクロ。 

• syslog-ng PE 6 が起動するとき、その起動メッセージにはコンフィグレーションファイルのハッ

シュが含まれています。syslog-ng PE 7 では、ハッシュはスタートアップメッセージから削除さ

れました。 

• ネットワーク共有にあるログファイルの読み取りと書き込み。 

syslog-ng PE 7 で変更または置き換えられた機能 

次のオプションと機能が変更されたため、コンフィグレーションファイルを変更する必要がありま

す。 

• ディスクバッファーのサイズの構成が変更されました。log-disk-fifo-size(<size>)の

代わりに、disk-buffer(disk-buf-size(<size>) trusted(no))オプションを使用しま

す。詳しくは、管理者ガイドの「ディスクバッファーオプションとメモリーバッファリングの使用」

を参照してください。 

• デ ィ ス ク バ ッ フ ァ ー フ ァ イ ル を 特 定 の フ ォ ル ダ に 保 存 す る に は 、 disk-

buffer( dir("/your/diskbuffer/directory") )オプションを使用します。コマンドラ

インからこのディレクトリを設定することはできません。--qdisk-dir コマンドラインオプショ

ンは使用できません。 

• RLTP トランスポートプロトコルの名前が ALTP に変更されたため、altp ではなく、

transport(altp)を使用する必要があります。また、message-acknowledgement-

timeout()オプションは廃止され、効果がありません。詳細については、管理者ガイドの「信

頼性とログメッセージの喪失の最小化」を参照してください。 

https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/syslogngpedoc.html
https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/syslogngpedoc.html
https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/syslogngpedoc.html
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• ワイルドカードサポートがファイルソースドライバーから削除され、個別のwildcard-file()

ソースに移動されました。また、force-directory-polling()オプションは、monitor-

method("poll")オプションに置き換えられました。詳しくは、管理者ガイドの「wildcard-

file：複数のテキストファイルからのメッセージの収集」を参照してください。 

• mark-mode("host-idle")オプションは機能しません。コンフィグレーションから削除してく

ださい。 

• syslog-ng-ctl stats コマンドの出力に含まれる特定のラベルが変更されました。例えば、

"stored"カウンターの名前が"queued"に変更されました。 

• コンフィグレーションで multi-line-prefix()または multi-line-garbage()オプション

を使用する場合は、multi-line-mode("regexp")オプションも追加します。multi-line-

prefix()と multi-line-garbage()のオプションからタイムアウトがなくなりました。 

• フィルター式の値を比較するとき(例えば、フィルター、条件付き書き換え、lgstool)、'=='演

算子は数値でのみ機能するようになりました。2 つの文字列が同一かどうかをテストするに

は、eq演算子を使用します。例： 

filter f_host {"${HOST}" eq "localhost1234"}; 

• RFC5424 形式のログメッセージの timeQuality フィールドは使用できません（timeQuality 

isSynced="0/1" tzKnown="0/1" SDATA フィールドは使用できません）。 

• syslog-ng PE が フ ァ イ ル ソ ー ス （ file@18372.4 position="34" size="34" 

name="/path/and/filename"）から読み取ったログメッセージに使用可能だったファイル

関連の SDATA フィールドは使用できません。 

  

https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/syslogngpedoc.html
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日本語マニュアル発行日 2023 年 09 月 20 日 

本マニュアル情報原文：『syslog-ng Premium Edition 7.0.33 Release Notes』 

ジュピターテクノロジー株式会社 技術グループ 
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